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１ 単元名 体の発育と健康 ～体と心のステップアップ～ 

 

２ 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元について 

⑴ 学習指導要領の解釈と単元の本質 

本単元で主に育成したい保健教育の資質・能力は、学習指導要領体育科編、第３学年及び第４学年の内

容G保健(2)体の発育・発達の中で、「体の発育・発達については、その一般的な現象や思春期の体の変化

などについて理解できるようにすること」「体をよりよく発育・発達させるための生活の仕方について理

解できるようにすること」さらに、「体の発育・発達に関する課題を見付け、よりよい解決に向けて考え、

それを表現できるようにすること」と記載されている。 

「体の発育・発達については、その一般的な現象や思春期の体の変化などについて理解できるようにす

る」には、子供が自分の体の変化を正しく理解し、自分の身長や体重の変化を肯定的に受け入れ、成長過

程への興味や肯定感をもつこと。また、思春期の体の変化は、大人になるための準備であり、命の営みの

一部であると理解することで、自分の変化を自然なものととして受け止めることも大切である。「体をよ

りよく発育・発達させるための生活の仕方について理解できるようにする」には、思春期の自分たちも、

適切な食事や睡眠をとることで、健やかな成長ができることや思春期の体の発育にも、毎日の生活習慣（睡

眠、食事、運動）が大切であり、自分の成長も、日々の生活習慣によって支えられていることを学ぶこと

が必要である。「体の発育・発達に関する課題を見付け、よりよい解決に向けて考え、それを表現できるよ

うにする」には、「体の発育・発達に関する課題を見付け、よりよい解決に向けて考え、それを表現できる

ようにする」には、子供が健康に関する課題や悩みに対して、自分で解決策を考えられる問題解決能力や、

自分の健康を守るための自己管理能力に加え、異性を含む他者の考えや成長を尊重し、共に理解し合える

姿勢を身に付けることが必要である。 

以上のことから、本単元の本質を、「自分と仲間の心と体の成長を尊重し、大人の体へと変化していく

ことを肯定的に受け止め、自分と仲間の心と体を大切にする力を育てる」と置く。 

⑵ 教材について 

本単元では、思春期になると体と心の変化が起こり、年齢に伴って体つきが変化すること、異性への関

心も芽生えること、体の発育・発達には個人差があることなどを学習する。そして、自分の心と体の成長

に気付き、体をよりよく成長させるためにはどうしたらよいかを考え、実践しようとする態度を養うこと

をねらいとしている。また、よりよい体の発育・発達に関する自らの課題を見付けることができるように

する。そして、解決に向けて思考し判断するとともに、それらを表現できるようにすることを目指した学

習内容でもある。 

そこで、子供が仲間と関わり合ったり、自分ごととして学習内容を捉えさせたりすることを通して「体

をよりよく成長させたい」という気持ちを高め、健康な生活習慣を身に付けていきたい。 

また、自分の体の変化や個人による発育の違いなどについては、自分のこととして実感させ肯定的に受

け止めさせる。また、自分や友達の成長の違いを理解しながら、互いを尊重する態度を養い、自他を認め

合うことができるようにしたい。よって、本教材は単元の本質に迫る上で価値のあるものなのである。 

○年齢に伴う体の変化と個人差，思春期の体の変化、体をよりよく発育・発達させるための生活について

理解することができるようにする。                          〔知識〕 

○体の発育・発達について、課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現することができるよう

にする。                            〔思考力、判断力、表現力等〕 

○体の発育・発達について、健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取り組むことがで

きるようにする。                        〔学びに向かう力、人間性等〕 



⑶ 本実践における「他者とともに編む」 

本単元では、自分自身の成長を振り返ることを通して、これから体と心が大人へと成長していく過程を

肯定的に受け止める態度を養う。成長のスピードは人それぞれ異なるものである。早い遅いに関わらず、

自分のペースで成長していくことが大切であり、その違いを尊重し合うことを学んでいく。また、思春期

における不安や悩みについても向き合いながら、「みんな違ってみんないい」という価値観を深めていく。

さらに、この学びは仲間とともに支え合い、互いを認め合う過程で進めていく。仲間と関わりながら学習

する共同の経験を通じて、ステップアップする楽しさを感じられるようになることを目指す。 

  

４ 保健教育における「他者とともに編む子供」とは 

 

 

 

 

５ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 

①身長や体重など年齢に伴う体の変化と個人
差について、理解したことを言ったり書い
たりしている。 

②思春期には、体つきに変化が起こり、人に
よって違いがあるものの男女の特徴が現れ
ることについて、理解したことを言ったり
書いたりしている。 

③思春期には、初経、精通、変声、発毛が起
こり、異性への関心も芽生えること、これ
らは個人差があるものの、大人の体に近づ
く現象であることについて、理解したこと
を言ったり書いたりしている。 

④体をよりよく発育・発達させるための生活
の仕方には、体の発育・発達によい運動、
バランスのとれた食事、適切な休養及び睡
眠などが必要であることについて、理解し
たことを行ったたり書いたりしている。 

①体の発育・発達について、身
長や体重などの年齢に伴う体
の変化や思春期の体と心の変
化、体の発育・発達に関わる
生活の仕方から課題を見付け
ている。 

②体の発育・発達について、学
習したことを自分の成長や生
活と比べたり、関連付けたり
するなどして、体をよりよく
発育・発達させるための方法
を考えているとともに、考え
たことを学習カードなどに書
いたり、発表したりして友達
に伝えている。 

①体の発育・発達に
ついて課題の解決
に向けての話し合
いや発表などの学
習活動に進んで取
り組もうとしてい
る。 

 

５ 全体計画 (全４時間)  
時

間 ○主な学習活動 ・子供の様相 ◇教師の働きかけ（指導・支援等） 
評価

規準 

算

数

科 

○自分の身長の伸びをグラフにしよう 

○１年生から４年生までの間に伸びた身長のグ

ラフを作成する。 

○生まれた時の身長・体重をお家の人に聞く。 

◇個人の１～４年生の身長を提示し、身長の

伸びのグラフを作成しやすいようにする。 

 

１ ○変化していくわたしの体 

自分の身長の伸びのグラフをもとにグループ

で交流し、グラフを比較する。 

・１年生では、背の順番で並んだら、前の方だ

ったのに、４年生では、真ん中くらいになっ

たよ。 

・僕は３年生から４年生にかけて、身長の伸び

が大きいけど、Aさんは、２年生から３年生に

かけて大きい。人それぞれだね。 

○思春期の体の変化①  

～体の外にあらわれる変化～ 

 大人に近づくにつれて、男女の体つきには、

どんな違いがあらわれてくるのか学習する。 

・男子は、のどぼとけが大きくなるんだな。 

◇生まれた時の体重や１年生から２年生にか

けてなど、時期ごとに比較させるようにし

て、同じ成長をしている人がいないことや

みんなそれぞれ違うことに気付かせる。 

 

◇身長の伸び方や成長する時期は、個人差が

あることに気付かせる。 

 

 

◇ワークシートに、思春期に起こる体の変化

を示し、男子と女子、共通に起こる変化を

分類できるようにする。 

 

◇兄姉や父母の体つきから、大人の男女の体

知① 

 ② 

思① 

保健教育における他者とともに編む子供とは、 保健教育を通じて、自分の生活経験を照らし合わせ、

子供同士が助け合いながら学び、成長し、自分ごととして健康生活に向けて取り組む子供である。 



・兄も姉にも、にきびができていたから、にき

びは男女ともに起こる変化だよね。 

【単元序盤の子供が編んでいる様相】 

 

 

 

 

 

 

つきに気付かせる。 

◇これから自分の体つきに変化があらわれて

くることや変化が始まる時期や変化のあら

われ方には、個人差があることをおさえ

る。 

◇今まで成長してきたことやこれから大人の

体へと成長していくことについて、実感を

もたせ、肯定的に受け止められるようにす

る。 

学

級

活

動 

○思春期の体の変化と妊婦さんの体の変化 

 お腹の赤ちゃんの成長の様子、妊娠してから

の体の変化、お腹の中に赤ちゃんがいるお母

さんの気持ちやどんなことに気をつけて生活

しているか聞いたりする。 

・妊娠すると、体はいろいろな変化が起きるん

だね。 

・妊婦さんは、喜びだけでなく無事に生まれて

きてくれるか不安もあるんだね。 

・男子は、重たい物を持って、妊婦さんを助け

ないといけないね。 

◇妊婦さんのお腹の赤ちゃんの様子を見た

り、妊娠してからの体の変化や生活で気を

付けていること、不安な気持を聞いたりす

ることで、妊婦さんは喜びもあれば不安な

気持ちもあることに気付かせるようにす

る。 

◇妊婦さんのために家族が支え合い、男子が

果たす役割に気付くようにする。 

思① 

２ ○思春期の体の変化②  

～体の中にあらわれる変化～ 

思春期に、体の中でどのような変化が起きて

いるか学習する。 

・男女によって体の中で起こる変化が違うな。 

・いつ初経がくるか分からないのは心配だけ

ど、自分の成長を楽しみに待ちたいな。 

◇思春期には，初経，精通などが起こり、将

来赤ちゃんを産む準備が始まることをおさ

える。 

◇心の変化についてもおさえる。 

◇これらは個人によって早い遅いはあるもの

の誰にでも起こり、新しい生命を生み出す

準備であることに気付かせる。 

知③ 

思① 

 

３ 

本

時 

○思春期の体の変化③  

今までの学習を振り返る。 

・思春期を迎えると、男子は精通、女子は初経

が起こり、新しい生命を生み出す準備が始ま

るよ。 

○グループになり、これからの大人の体へと変

化していくことについて、楽しみなことや不

安に感じていることを話し合う。 

・月経はお腹が痛くなることがあるから心配。 

・ひげが濃くなったら嫌だな。 

○学習の振り返りをする。 

 ・大人の体へと成長していくことに不安や心

配があったけど、この成長は、自分だけでは

なく、みんなも成長していくから、なんだか

安心した。 

○思春期にあらわれる体の中と外の変化につ

いて、今までの学習を振り返る。 

 

 

 

○グループで話し合い、仲間がこれからの成

長をどう思っているか、感じているか交流

することで、自分と同じこともあれば違っ

ていることがあることに気付かせる。 

 

〇今日の学習を振り返り、ワークシートに記

入し、全体で共有し、仲間の考えも知ること

ができるようにする。 

 
 

知③ 

思① 

主① 

４ 

○よりよい発育のために 

 体をよりよく発育させるためには、運動、食

事、休養、睡眠においてどんなことに気をつ

けるとよいか学習する。 

・私は、野菜が好きじゃないけど、大人の体へ

と成長していくために、なるべく食べるよう

にして、体に栄養がいくようにしたいな。 

・体をよりよく成長させるために、運動を取り

入れていきたいな。 

【単元終盤の子供が編んでいる様相】 

 

◇体をよりよく発育・発達させるための生活

の仕方には、調和のとれた食事、適切な運

動、休養及び睡眠などが必要であることを

おさえる。 

◇これから大人の体とへとよりよく成長して

いくために、どんな生活を送ることが大切

か、どんなことに取り組んできたいか、自

分の言葉でまとめられるようにする。 

◇これから自分が取り組んでいきたいことに

ついて、グループで話し合い、共有するこ

とで、取組内容を見直せるようにする。 

◇自分が続けていきたい取組内容を決めて、

生活の中に取り入れていけるようにチャレ

ンジ週間を設定し、取り組んでいけるよう

にする。 

知④ 

思② 

主① 

・１年生の頃を振り返り、今と比べて身長も体

も小さかったことが分かり、自分の成長に

気付く。 

・「この先、自分の体はどのように変わってい

くのだろう」と未来の自分について考える。 

・大人の体へと成長していくために、毎日の生

活を見直し、健康に過ごそうと取り組んで

いる姿 

・自分の体で、新しい生命を生み出すために、

健康な生活の大切さに目を向けている姿 



６ 本時の学習（本時３／４時間） 

⑴ ねらい 
○ 思春期における体と心の変化を理解し、自分のこれからの成長を肯定的に受け止め、大人の体へと成

長していくことに前向きな気持ちをもつことができる。            【思考・判断・表現】 

⑵ 展開 

学 習 活 動 ○教師の手立て ◆評価 

１ 今までの学習を振り返る。（５分） 

・思春期を迎えると、男子は、声が低くなって、声変わりが起

こるよ。 

・女子は、月１回、月経がきて、赤ちゃんを育てるための準備

が始まるよ。 

・ホルモンが影響して、大人の体へと成長していくよ。 

・体だけでなく、心も変化していくよ。 

 

 

 

 

 

 

２ これから大人の体へと変化していくことについて、楽し

みなことや不安に感じていることをグループで話し合う。 

（１５分）                                            
・私は、３年から４年で、すごく背が伸びたから、このまま伸

び続けないか心配だな。 

・急に胸が膨らんできたらどうしよう。 

・ひげが濃くなったらどうしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで話し合ったことを共有する。（１５分） 
 ・声変わりすることが、僕は不安だったけど、男子ならみんな

起こることだから、少しほっとした。 

 ・私は、月経はお腹が痛くなるイメージだったけど、赤ちゃん

を育てるための準備だと分かって、素敵なことって思えた。 

 ・心配なことがあったら、相談したらいいことが分かった。 

 

４ 学習の振り返りをする。（１０分） 

 ・大人の体へと成長していくことに不安や心配はあるけど、大

人になるための準備だから自然なことなんだな。 

 ・体や心が変化して不安になったりするかもしれないけど、み

んなで励まし合ったり支え合ったりしたい。 

 

 

 

○思春期にあらわれる体の中と外の変化に

ついて、今までの学習を振り返る。 

○思春期には、体にどのような変化が起こ

るか、ワークシートや掲示物から振り返

ることができるようにする。 

○心が成長することもおさえる。 
 

 

 

 

 

 

○グループで、これから変化していく体に

ついて、楽しみなこと、不安に感じている

ことを画用紙に書き出し、自分の気持ち

や考えを整理できるようにする。また、仲

間がこれからの成長をどう思っている

か、感じているか共有し、自分と同じこと

もあれば違っていることがあることに気

付かせる。 

○思春期に大人の体へと成長する理由を、

既習内容とつなげて考えられるようにす

る。 

○男子も女子も成長への不安を共有できる

部分があることに気付かせる。 

〇仲間が思っていることに対して、自分は

どう思っているか、また、今後、自分や友

達が悩んだ時はどのようなことができる

か考えられるようにする。 

○自分だけでなく、仲間も大人のへと変化

していくことを理解することで、成長を

肯定的に受け止められるようにする。 

○今後、成長のことで不安に思ったり、悩ん

だりした時は、誰かに相談する方法があ

ることをおさえる。 

 

〇今日の学習を振り返り、ワークシートに

記入し、全体で共有し、仲間の考えも知る

ことができるようにする。 

 

◆思春期における体や心の変化を理解し、

自分のこれからの成長を肯定的に受け止

め、大人の体へと成長していくことに前

向きな気持ちをもつことができたか。 

 【思考・判断・表現】 

 

＜学習課題＞ 思春期を迎える私たちは、どのように成長と向き合えばよいのか考えよう。 

【本時における編まれる前の姿】 
・こらから大人の体へと成長していくことが、楽しみでも
あり、心配や不安もある。 

<予想される編む様相> 

・大人の体へと成長することに不安があるけど、大人の体

へと成長していくことはすばらしいことだと感じる。 

・グループでの交流を通して、友達が思っていることを聞

き、自分だけが不安な気持ちでないことに気付く。 

【本時における編まれた後の姿】 

・自分の体と心の変化を理解し、それを肯定的に受け止め、

これからの自分の成長を楽しみにする姿 

・大人の体へと変化することは不安だけど、将来、赤ちゃん

を育てるための準備だから、素敵なこと感じている姿 

・思春期を迎えた仲間とは、お互いの変化を尊重して、安心

できる関係を築きたいと思っている姿 


